
 

別 紙 

実用化試験の概要 

[実用化試験の概要] 

・事業名称：経済産業省「ＣＯ２分離・回収技術の研究開発事業」 

・事業期間：平成２７年度～（実用化試験は平成３１年以降） 

・実 施 者：ＲＩＴＥ（固体吸収材の開発担当） 

川崎重工（分離・回収システムの開発担当） 

関西電力（分離・回収システムの評価担当） 

・装置構成：発電所の煙道から排出ガスを抜き取り、川崎重工が開発したＫＣＣ移動層システム※１   

によりＣＯ２を分離・回収※２する。ＫＣＣ移動層システムにはＲＩＴＥが開発したＣＯ２

用固体吸収材※３を活用する。 

※１：固体吸収材を移動させることにより、吸収効率を向上させることが可能となる 

ため、大型化に適したシステム。 

※２：今回の試験では、回収したＣＯ２は再度煙道へ戻す。 

※３：従来の高性能アミン吸収液と類似のＣＯ２吸収特性を有しながら、再生工程で 

顕熱や蒸発潜熱に消費されるエネルギーの大幅低減が期待できる。 

 

（実用化試験設備の仕組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（実用化試験設備（４０トン―ＣＯ２／日プラント）のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （大きさ：縦 約２３ｍ×横 約５３ｍ×高さ 約４０ｍ） 

 

（舞鶴発電所概要） 

ユニット 営業運転開始 出力 発電方式 使用燃料 

１号機 平成１６年８月 ９０万ｋＷ 汽力発電 石炭 

２号機 平成２２年８月 ９０万ｋＷ 汽力発電 石炭 

  住所：京都府舞鶴市字千歳５６０番地５ 

（http://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/thermal_power/plant/maizuru.html） 

http://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/thermal_power/plant/maizuru.html

